
体
育
祭
は
宮
下
翔

空
さ
ん
（
３―

２
・

吉
田
南
中
）
の
「
仲

間
と
力
を
合
わ
せ
て

全
力
を
尽
く
す
」
と

い
う
選
手
代
表
宣
誓

で
幕
を
開
け
た
。

去
年
ま
で
は
文
理

で
分
か
れ
て
い
た
全

員
リ
レ
ー
は
、
今
年

は
初
め
て
２
ク
ラ
ス

ご
と
に
行
わ
れ
、
二
・

三
組
、
一
・
四
組
、
五
・
六
組

で
実
施
さ
れ
た
が
、
競
技
は
白

熱
し
盛
り
上
が
っ
た
。
長
い
大

き
な
竹
を
10
人
で
持
っ
て
コ
ー

ン
を
回
り
次
の
チ
ー
ム
に
繋
ぐ

「
松
陽
タ
イ
フ
ー
ン
」
は
男
女

選
抜
の
生
徒
で
行
わ
れ
、

前
半
の
女
子
は
差
は
開

か
な
か
っ
た
が
、
後
半

の
男
子
で
３
年
生
が
差

を
つ
け
圧
勝
し
た
。

男
女
別
学
年
対
抗
の

綱
引
き
で
は
、
女
子
の

部
で
は
縄
が
動
か
な
い

均
衡
状
態
が
続
い
た
が
、

僅
差
で
２
年
生
が
意
地

を
見
せ
勝
利
し
た
。
男

子
の
部
で
は
、
３
年
生

が
最
上
級
生
の
貫
録
を

見
せ
つ
け
圧
勝
し
た
。

午
後
の
部
の
最
初
は
、
体
育

コ
ー
ス
に
よ
る
、
集
団
行
動

「
青
春
の
鼓
動
」
が
行
わ
れ
た
。

一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
等
に
「
さ
す

が
体
育
コ
ー
ス
生
」
と
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
た
。

音
・
美
全
員
バ
ラ
エ
テ
ィ
リ

レ
ー
は
、
音
楽
科
・
美
術
科
の

生
徒
が
段
ボ
ー
ル
を
積
み
重
ね

て
運
ん
だ
り
、
袋
に
入
っ
て
ぴ
ょ

ん
ぴ
ょ
ん
と
跳
ね
た
り
し
な
が

ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
大
変
な
競

技
だ
が
、
楽
し
そ
う
に
競
技
す

る
姿
に
普
通
科
の
生
徒
か
ら
大

き
な
応
援
の
声
が
あ
が
っ
た
。

学
年
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
男

子
の
２
年
生
の
ア
ン
カ
ー
が
３

年
生
を
追
い
抜
く
と
い
う
注
目

の
展
開
も
あ
っ
た
。
一
日
を
通

し
て
興
奮
に
包
ま
れ
た
体
育
祭

と
な
っ
た
。

〔
内
野
心
春
〕

大
会
１
日
目
で
は
、
日
本
を

代
表
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

も
の
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
や

地
域
貢
献
等
に
つ
い
て
取
材
し

た
。
鹿
児
島
ト
ヨ
タ
の
社
員
か

ら
、
ト
ヨ
タ
が
近
距
離
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
開
発
等
で
高
齢
化
社
会

に
も
対
応
し
た
乗
り
物
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者

は
社
員
に
熱
心
に
質
問
し
て
い

た
。
大
会
会
場
で
の
新
聞
の
作

成
時
間
は
全
国
総
文
祭
と
同
様

に
わ
ず
か
４
時
間
と
設
定
さ
れ

て
い
て
、
参
加
し
た
生
徒
は
１

日
目
終
了
後
に
各
自
の
取
材
メ

モ
を
も
と
に
自
宅
や
宿
泊
施
設

で
夜
遅
く
ま
で
記
事
の
執
筆
に

取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

大
会
２
日
目
に
は
、
書
き
上

げ
た
記
事
を
紙
面
に
手
書
き
で

清
書
し
て
紙
面
を
作
成
し
た
。

初
対
面
で
不
安
の
表
情
だ
っ

た
各
校
の
生
徒
た
ち
も
、
全
国

総
文
を
経
験
し
た
各
班
の
リ
ー

ダ
ー
の
生
徒
の
的
確
な
指
示
の

も
と
協
力
し
て
作
業
を
進
め
て

い
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
自

分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
班
の

生
徒
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
作

り
を
通
し
て
チ
ー
ム
で
協
力
す

る
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
」
と

感
想
を
寄
せ
た
。
〔
立
野
美
吹
〕

メ
ン
バ
ー
は
当
初
、

茶
殻
が
埃
を
吸
着
す

る
性
質
を
利
用
し
た

清
掃
で
の
活
用
や
、

天
日
と
電
子
レ
ン
ジ

で
乾
燥
さ
せ
た
茶
殻

で
脱
臭
剤
を
試
作
す

る
な
ど
い
く
つ
か
の
利
用
法
を

検
討
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
有

効
な
活
用
法
と
し
て
染
色
に
行

き
着
い
た
。
ハ
ン
カ
チ
を
豆
乳

で
前
処
理
す
る
こ
と
で
よ
り
良

く
染
ま
る
可
能
性
も
検
討
し
た

が
、
最
終
的
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃

棄
さ
れ
る
茶
殻
の
み
を
使
用
し
、

他
の
も
の
で
前
処
理
を
し
な
い

こ
と
に
し
た
。
ハ
ン
カ
チ
は
、

渋
み
の
あ
る
自
然
な
色
合
い
を

感
じ
る
や
さ
し
い
黄
色
～
茶
色

に
染
ま
っ
た
。

さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
は
、
茶
殻

の
再
利
用
の
研
究
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
教
材
と
し
て
生
か
す
こ
と

を
模
索
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
つ

「
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任
」

を
、
や
わ
ら
か
い
タ
ッ
チ
の
デ

ジ
タ
ル
紙
芝
居
「
ち
ゃ
っ
ぱ
く

ん
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
」
に
ま
と

め
た
。
そ
れ
を
松
元
中
央
保
育

園
の
園
児
た
ち
に
披
露
し
、

「
地
域
の
特
産
物
を
大
切
に
し
、

資
源
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を

園
児
が
分
か
る
よ
う
に
丁
寧
に

伝
え
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
市
役

所
松
元
支
所
を
訪
問
し
、
地
域

へ
の
発
信
も
行
っ
た
。

今
後
も
、
染
色
技
術
の
研
究

に
止
ま
ら
す
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
。〔

内
野
心
春
・
坂
元
咲
愛
〕
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Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
は
有
能
で
あ
る
。
特

に
、
文
書
や
絵
の
作
成
、
写
真
の
加
工
等
の

技
術
に
お
い
て
力
を
発
揮
す
る
。
そ
の
Ａ
Ｉ

の
技
術
群
の
一
つ
と
し
て
人
間
と
自
然
に
会

話
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
「
対
話
型
Ａ
Ｉ
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
悩
み
の
相
談
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
、
手
軽
な

会
話
相
手
と
し
て
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

し
か
し
、
便
利
な
対
話
型
Ａ
Ｉ
も
万
能
で

は
な
い
。
世
界
で
は
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
利
用
を

原
因
と
し
た
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
精
神
が
不
安
定
だ
っ
た
男
性
の

被
害
妄
想
に
対
話
型
Ａ
Ｉ
が
同
調
し
た
こ
と

が
原
因
と
な
り
、
男
性
が
母
親
を
殺
害
、
自

ら
も
命
を
絶
っ
た
と
し
て
遺
族
側
が
Ａ
Ｉ
開

発
研
究
企
業
を
提
訴
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
Ａ
Ｉ
が
犯
罪
に
関
す
る
情
報

を
利
用
者
に
提
供
し
て
い
た
事
例
が
発
覚
し

て
い
る
。

現
代
は
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
呼
ば
れ
、

私
た
ち
は
多
様
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
生
活

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
生
活
で
蓄
積
し
た
ス

ト
レ
ス
の
は
け
口

を
対
話
型
Ａ
Ｉ
に

求
め
て
い
る
こ
と

も
想
像
で
き
る
。

今
や
Ａ
Ｉ
は
人
間
の
生
活
を
効
率
化
す
る

だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も
支
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
特
徴
と
し
て
、

利
用
者
の
発
言
や
考
え
を
否
定
し
な
い
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
孤

独
感
を
抱
え
る
人
間
が
、
対
話
型
Ａ
Ｉ
に
依

存
す
る
こ
と
は
、
無
責
任
に
提
供
さ
れ
た
情

報
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
誤
っ

た
判
断
や
行
動
を
促
さ
れ
る
凶
器
と
な
り
う

る
。こ

の
よ
う
な
対
話
型
Ａ
Ｉ
に
起
因
し
た
事

故
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
自
分

の
悩
み
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
家
族
、
友
人
な

ど
人
間
同
士
で
気
軽
に
話
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
。Ａ

Ｉ
と
異
な
り
、
人
間
に
は
本
心
か
ら
相

手
を
思
い
や
る
感
情
が
存
在
し
て
お
り
、
相

手
の
感
情
に
寄
り
添
っ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
間
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
情

報
の
誤
り
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
。

私
た
ち
は
対
話
型
Ａ
Ｉ
に
頼
り
す
ぎ
ず
、

そ
の
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
利
用
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
先
に
Ａ
Ｉ
と
人
間
が

共
存
し
て
い
く
未
来
が
創
ら
れ
て
い
く
。

〔
長
野
雄
太
〕

論説

高
校
生
記
者
ト
ヨ
タ
を
取
材

県
高
校
新
聞
大
会

対
話
型
Ａ
Ｉ
へ
の
依
存
拡
大

大
切
に
し
た
い
人
間
同
士
の
会
話

第43回 体育祭

９
月
６
日
、
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
、
第
43
回
体
育
祭
が

本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

学
年
対
抗
で
行
わ
れ
、
各
学
年
が
勝
利
を
目
指
し
一
致

団
結
し
た
。
総
合
成
績
は
、
1
位
が
４
８
６
点
で
３
年
生

（
赤
組
）
、
２
位
は
３
４
９
点
で
２
年
生
（
青
組
）
、
３

位
は
２
４
５
点
で
１
年
生
（
緑
組
）
と
な
り
、
３
年
生
が

１
年
次
か
ら
３
連
覇
の
快
挙
を
達
成
し
た
。

茶殻を染色で活用へ
松陽高校家庭クラブ

３年赤組３連覇

圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
た
３
年
生
。
日
頃
の
部
活
動
で

鍛
え
抜
か
れ
た
力
は
他
学
年
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
。

松陽タイフーンでは竹を離さないように心を一つ
に駆け抜けた。

体育コース生の「青春の鼓動」を初めて見る１年
生の応援席からは驚きの声が上がった。

音
・
美
全
員
バ
ラ
エ
テ
ィ
リ
レ
ー
で
、
積
み

重
ね
た
段
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
生
徒
。
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
走
る
の
は
意
外
に
難
し
い
。

11
月
８
・
９
日
に
鹿
児
島
ト
ヨ
タ
本
社
（
鹿
児
島
市
西
千
石
町
）

で
、
県
高
文
連
主
催
の
第
２
回
県
高
等
学
校
新
聞
大
会
が
行
わ
れ
た
。

松
陽
高
校
か
ら
は
新
聞
同
好
会
の
４
名
が
参
加
。
甲
南
高
校
、
大
島

高
校
、
鹿
児
島
中
央
高
校
、
志
學
館
高
等
部
等
か
ら
も
新
聞
部
や
新

聞
委
員
会
の
生
徒
が
参
加
し
、

19
名
の
高
校
生
が
２
日
間
の
日
程

で
交
流
新
聞
の
作
成
を
行
い
新
聞
作
成
の
技
術
を
高
め
あ
っ
た
。

今年、初めて荒茶生産量日本一となった鹿児島

県。松陽高校周辺でも茶畑が見られる「松元茶」

も有名だ。本校の生徒会でも松元茶のＰＲ活動と

して、文化祭でお茶の振舞いを行い好評だった。

その際にどうしても出る茶殻については、今まで

廃棄せざるを得なかった。そこで、本校家庭クラ

ブの有村葵さん（２―１・谷山北中）、田 瑠璃

さん（２―１・岳南中）、森梨世さん（３―８・

開聞中）、平野由唯さん（３―８・武岡中）が，

その茶殻の活用について研究。試行錯誤の結果、

ハンカチの染色に活用することに成功。その成果

をSDGs（持続可能な開発目標）の教材としてデジ
タル紙芝居を作成して、地域の保育園で披露し好

評を得た。

茶殻を使って染めたハンカ
チは，「まつもとまるっとマ
ルシェ」で高齢者の方にプ
レゼントされた。

紙
芝
居
は
、
温
か
い
雰
囲
気

を
出
す
た
め
水
彩
画
で
描

き
、
デ
ジ
タ
ル
で
仕
上
げ
た
。

有
名
な
ト
ヨ
タ
の
生
産
方
式

「
カ
イ
ゼ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
高
校
生
記
者


